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1. テストの概要

1.1 システムテストの目的と実施するテスト

要件定義や外部設計で定義された通りにシステムが動作することを検証する。

	テスト項目
	説明

	業務運用テスト
	業務機能テスト
	業務フローに従った一連の業務機能の組み合わせが要件や仕様通り動作することを検証する。

	
	外部システム連携テスト
	外部システムとの連携機能を検証する。

	ユーザビリティテスト
	ユーザにとって使いやすいシステムになっているかどうか検証する。画面／帳票の視認性が良いか、操作手順の直感的な理解が可能かなどについて確認する。

	性能テスト
	パフォーマンステスト
	想定された最大容量でのデータを処理した場合の処理時間や振る舞いを確認し、要求された範囲内で正常に処理が行われることを確認する。

	
	ストレステスト
	想定するシステムのピーク時の利用状況に基づいて同時に大量のトランザクションを処理させ、応答時間や振る舞いを確認し、要求された範囲内で正常に処理が行われることを確認する。

	
	ボリュームテスト
	データをシステムの外部記憶領域に蓄積していった時に、リソースの使用量が当初の見積もり通り消費されていくことを確認する。

	
	ロングランテスト
	ある一定期間システムを連続稼動させ、一定の負荷がかかり続ける状況でも安定稼動できるかどうかを確認する。

	セキュリティテスト
	システムで対策すべきセキュリティ項目についてテストする。 

	移行テスト 
	新システムへのデータやシステムの移行が計画された手順通りに実施できるか、実際の移行前にリハーサルを行い確認する。 

	システム運用テスト 
	システムの運用のために必要な機能と手順について不備がないことを確認する。 


テストの進捗実績

1.2 期間と工数の実績

	工程
	予定期間
	実績期間
	予定工数
	実績工数
	備考

	システムテスト
	2002/12/01～2003/04/30
	2002/12/01～2003/05/06
	14.5人月
	16.5人月
	外部システムとの連携において予想外の障害が頻発したため


1.3 テストケースの実績

	テスト工程
	予定ケース数
	完了ケース数
	完了率（%）
	備考

	システムテスト
	231
	231
	100%
	


テストケース実施状況グラフ
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1.4 テストの進捗実績に対する考察

1 外部システム連携テストで、検証作業量が見通しの数倍に増大したため、緊急に大量の作業時間、マンパワーを投入せざるを得なかった。

2 本来は単体テスト・結合テストで検出されるべき単純障害がいくつか発見された。これによるテストの遅延が発生はしたが、幸いに致命的な遅延をもたらすほどではなかった。

品質結果

1.5 障害発見数

	発見箇所
	障害発見数
	対処完了件数
	残障害件数
	特記事項

	倉庫管理サブシステム
	42
	42
	0
	

	受発注管理サブシステム
	23
	23
	0
	

	会計連携
	15
	15
	0
	

	（合計）
	80
	80
	0
	


1.6 障害分析
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現象種別不具合発見数

	発生現象
	件数
	割合

	1
	非障害
	14
	11.8%

	2
	操作ミス
	5
	4.2%

	3
	データ作成ミス
	11
	9.2%

	4
	環境設定ミス
	2
	1.7%

	5
	テスト設計ミス
	1
	0.8%

	6
	他障害の影響
	0
	0.0%

	7
	仕様どおり（機能上の問題なし）
	4
	3.4%

	8
	仕様どおり（機能上の問題なし）
	2
	1.7%

	9
	障害
	80
	67.2%

	0
	わり切り
	0
	0.0%

	
	合計
	120
	100.0%


1.6.2 原因種別障害発見数

	原因種別
	件数
	割合

	1
	仕様不良
	1
	1.3%

	2
	プログラミング不良
	60
	75.0%

	3
	インフラ不良
	8
	10.0%

	4
	外部システム不良
	1
	1.3%

	5
	テスト設計不良
	3
	3.8%

	6
	テスト実施不良
	1
	1.3%

	7
	その他
	0
	0.0%

	
	合計
	80
	100.0%


※「仕様変更」扱いのものは除外

※純粋な障害を抽出するため「対応方法=対応なし」のものは除外

1.6.3 対応別障害発見数

	対応方法
	件数
	割合

	1
	仕様書修正
	1
	0.9%

	2
	プログラム修正
	63
	57.8%

	3
	再インストール
	4
	3.7%

	4
	システム環境修正
	8
	7.3%

	5
	テスト仕様修正
	3
	2.8%

	6
	対応なし
	27
	24.8%

	0
	その他
	3
	2.8%

	
	合計
	109
	100.0%


※「仕様変更」扱いのものは除外

※非障害も含めて、報告された問題全体の傾向をつかむため、「対応方法=対応なし」も含めている

1.7 障害収束曲線

1.8 障害に対する考察

1 品質状況については想定以上の障害件数が発見されたが、これは倉庫管理の在庫引当機能で類似の障害が頻発したためであり、大きな問題はないものと思われる。

2 不具合の現象種別によると、操作ミス、データ作成ミス、環境設定ミスの比率が高く、テスト手順・ルール・環境のメンバへの周知が足りなかった。

3 障害の原因別において、テスト設計不良が進捗を阻害したケースが数件あった。障害としての件数は少ないが、全体で3～4日分の作業遅延原因になっていると思われる。

4 障害の収束度合については、ほぼ理想的な収束曲線となっており、システムの品質は問題のない水準に達しているものと考えられる。

総括

1.9 テストの結果について

予定に対して期間、工数とも若干オーバーしたものの、ユーザテストの計画と仕様書作成を前倒しで実施したために後続工程への影響はないものと考える。

また、障害の件数は多いものの、在庫引当機能で類似の不具合が多く挙げられていること、この機能については抜本的なプログラム見直しがなされていることもあり、問題ないと思われる。

1.10 得られた教訓と今後の課題

1 テストの実施結果の記録方法が効率的であるとは言えず、工夫の余地があった。特に、画面のハードコピーの収集方法は画面キャプチャ→PowerPointに貼り付け→サーバーに保管という作業の負荷が高く、専用のツールの利用等を検討すべきであった。
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